
 

  

研究計画書 

 

1.課題名 

佐渡総合病院における酸化マグネシウム製剤適正使用のための取り組みとその評価 

 

2.実施計画の経緯、目的  

酸化マグネシウム製剤は便秘薬として広く使用されている。一方、重大な副作用として高マグネシウム血症が

知られている。高マグネシウム血症の症状として悪心・嘔吐、全身倦怠感、重症例では昏睡、心停止などを起

こすことが知られている。また、製薬会社から『酸化マグネシウム製剤 適正使用に関するお願い』の文書が

発行され、高マグネシウム血症の発症、重篤化防止、早期発見のため定期的に血清マグネシウム値を測定する

ことがいわれている。 

以上の経緯から、佐渡総合病院（以下、当院）薬剤部では 2021 年より適正使用を促すための取り組みを行っ

てきた。それらの活動により酸化マグネシウム製剤を使用している患者に対しての血清マグネシウム値の検査

数が変化したか調査し、2025 年 10 月 11-12 日開催の第 4回日本地域医療学会学術集会にて口頭発表した（要

旨添付）。今回はその発表結果の追加調査として、2024 年 10 月～2025 年 12 月に集積された高マグネシウム血

症の実症例の詳細をカルテ調査し学会発表の症例報告としたい。 

 

3.実施体制   

実施者、責任者  佐渡総合病院 薬剤部 霍間尚樹 

統計解析、データ管理   佐渡総合病院 薬剤部 霍間尚樹 

 

4.期間 

対象期間 2024 年 10 月～2025 年 12 月 

調査期間 2026 年 7 月終了予定 

 

5.試験対象・評価方法・費用等 

対  象 酸化マグネシウム製剤の服用歴があり、高マグネシウム血症の疑いがあった患者 10例前後 

調査項目 電子カルテ記録（年齢、性別、体重、検査項目、処方歴、有害事象に関する記録等） 

 

6.被験者の同意に関する項目 

調査方法：後ろ向き調査。カルテ閲覧：閲覧する。収集情報：個人を特定できるような情報は収集しない。

介入研究：介入研究ではない。 

以上より、倫理的配慮が必要な研究であるが、個別同意取得までの必要はないと考え、オプトアウトで対

応する。 

 

7.記録等の保存 

データ集計にはエクセルファイルを用いる。エクセルファイルにはパスワードを設定する。 

パスワードは英数字混在 8文字以上とする。 

研究責任者は研究等の実施に関わる文書を保管する。保管期間は、研究の終了について報告された日か

ら 5 年を経過した日または研究結果の最終の公表について報告された日から 3 年を経過した日のいずれ

か遅い日までの期間とする。 

 

 



 

  

8.公表に関する取り決め 

本試験の未発表データ等の情報及び本試験の結果の一部又は全部を学会、雑誌等外部に発表する場合に

は責任者のもと取り扱う。 

 

 



①申請番号 sgh20260121-0326

②研究課題名 佐渡総合病院における酸化マグネシウム製剤適正使用のための取り組みとその評価

③情報の利用目的及び利用方法（他の機関へ提
供される場合はその方法を含む。）

使用するデータは、個人が特定されないように匿名化を行い、研究に使用します。研究の成果は、学会や専門誌などの発表に使

用される場合がありますが、名前など個人が特定できるような情報が公表されることはありません。

④利用または提供する情報の項目 電子カルテ記録（年齢、性別、体重、検査項目、処方歴、有害事象に関する記録等）

⑤対象者及び対象期間 2024年10月～2025年12月において、当院で酸化マグネシウム製剤の処方歴があり、高マグネシウム血症の疑いがあった患者

⑥利用の範囲 新潟県厚生連佐渡総合病院　薬剤部　霍間尚樹

⑦試料・情報の管理について責任を有する者 新潟県厚生連佐渡総合病院　薬剤部　霍間尚樹

⑧問い合わせ先

連絡先：新潟県厚生連佐渡総合病院　薬剤部　霍間尚樹

電話：　0259-63-3121　または　ファックス：0259-63-6349

または　郵送：952-1209 佐渡市千種161　佐渡総合病院
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